
 
ＷＥＥＫＬＹ ＢＵＬＬＥＴＩＮ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪難波ロータリークラブ週報 

  ２０２１．１．２８ 臨時報№８ 

今 日 の 卓 話 

 

１月２８日（木） 

 

休会の為、ありません 

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

 

２月４日（木） 

 

休会の為、ありません 

 

    

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：川口栄計  幹事：福田 忠  会報・雑誌委員長：三島敏宏  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計          ￥ ０（休会） 

本日までの累計 ￥１，４５９，５００(62%達成) 

１月末の予算額 ￥２，３３０，０００ 

出 席 報 告 

前回 １月２１日 (休会) 

会 員 総 数 ５ ８ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率  
出 席 会 員 数 名 

出 席 率 ％ 

（国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク） 

 20２０-20２１年度 国際ロータリーのテーマ 

「ロータリーは機会の扉を開く」 

（第2660地区ガバナー 簡 仁一） 

これからの予定 
2月 4日（木）例会中止・定例理事会中止       2月11日（木・祝）休会           
2月18日（木）例会未定               2月25日（木）例会未定 
2月27日（土）IM第4組ロータリーデー中止 
3月 4日（木）例会未定・臨時総会・定例理事会未定 

私
は
二
〇
〇
六
年
に
難
波
Ｒ
Ｃ
に
入
会
し

ま
し
た
。
当
時
四
十
六
歳
の
私
は
最
年
少

で
し
た
。
き
っ
か
け
は
、
段
為
梁
会
員
に

「
お
前
は
、
料
理
の
世
界
は
良
く
知
っ
て

い
る
が
、
違
う
世
界
も
見
て
み
な
い
か
？

一
緒
に
昼
ご
飯
を
食
べ
よ
う
や
な
い

か
！
」
と
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改

め
ま
し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
段
会

員
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

実
際
に
難
波
Ｒ
Ｃ
に
入
会
し
て
、
ロ
ー
タ

リ
ー
の
会
員
同
士
と
し
て
、
各
業
界
の
代

表
の
方
々
と
お
付
き
合
い
を
し
て
、
他
業

種
の
考
え
方
に
触
れ
る
事
が
で
き
ま
し

た
。
自
身
が
身
を
置
く
料
理
職
人
の
世
界

と
は
違
う
、
様
々
な
見
識
や
常
識
、
見
解

等
も
の
の
見
方
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
、
視
野
が
広
が
り
非
常
に
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

思
い
出
と
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
７
月
に

難
波
Ｒ
Ｃ
が
関
西
大
の
学
生
と
共
に
行
っ

た
、
東
日
本
大
震
災
の
社
会
奉
仕
活
動
で

す
。
学
生
さ
ん
は
清
掃
活
動
を
中
心
に
行

い
、
私
は
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
と
共
に
お
昼

の
炊
き
出
し
を
担
当
し
ま
し
た
。
メ

ニ
ュ
ー
は
「
カ
レ
ー
う
ど
ん
・
皿
う
ど

ん
・
じ
ゃ
こ
め
し
」
を
三
百
名
分
提
供

し
、
大
勢
の
方
々
に
満
足
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
食

べ
れ
る
か
ら
、
み
ん
な
お
い
で
！
」
と
避

難
さ
れ
て
い
る
方
が
、
周
り
の
方
々
を

誘
っ
て
い
る
の
を
耳
に
し
ま
し
た
。
お
い

し
く
喜
ん
で
頂
い
た
こ
と
は
嬉
し
い
の
で

す
が
、
食
べ
た
く
な
い
炊
き
出
し
が
あ
る

現
状
に
も
気
付
き
、
改
め
て
被
災
者
の
ご

苦
労
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
和
太
鼓
部
の
舞
台
も
好
評

い
た
だ
き
、
力
強
い
演
奏
と
あ
た
た
か
く

美
味
し
い
お
料
理
で
、
被
災
者
の
心
と
お

な
か
に
や
す
ら
ぎ
を
提
供
で
き
た
こ
と

は
、
例
え
よ
う
の
な
い
嬉
し
い
気
分
に
な

り
ま
し
た
。 

元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
興
味
が
あ
り
ま

し
た
が
、
一
人
で
出
来
る
事
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
難
波
Ｒ
Ｃ
の
仲
間
と
共
に
奉

仕
活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
勢
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
奉

仕
活
動
を
し
て
い
る
自
分
自
身
へ
の
喜
び

と
な
り
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
考
え
方
を
実
感

で
き
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

好
き
な
こ
と
は
料
理
で
す
。
料
理
を
し
て

い
た
ら
そ
れ
で
い
い
で
す
。
料
理
職
人
と

し
て
、
お
客
様
の
好
み
や
適
量
を
見
極
め

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
こ
だ
わ
り
、
満
足
感

を
提
供
さ
せ
て
頂
く
。
そ
し
て
、
日
本
に

は
旬
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
旬
と
い
う
の
を

正
し
く
味
わ
っ
て
も
ら
い
食
事
の
価
値
観

を
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
ど
の
様
な
お
料
理
を
提
供
す
る
の

か
が
、
毎
日
の
挑
戦
と
な
り
ま
す
。  
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１月２８日（木）は例会の予定でしたが 

大阪府に緊急事態宣言が発令されたため 

本日は休会といたします。 

 

 

 

 

 

 

週
報
の
取
材
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
私
自
身
の
会
報
委
員
時

代
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。
い
か
に
し
て
経
費
を
節
減
し
編

集
を
簡
便
に
す
る
か
、
ま
た
的
確
に
分
か
り
易
く
伝
え
る
か

を
考
え
て
写
真
の
貼
付
や
パ
ソ
コ
ン
の
編
集
ソ
フ
ト
の
導
入

な
ど
苦
心
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
当
時
の
表
紙
レ

イ
ア
ウ
ト
が
現
役
で
あ
る
事
を
感
慨
深
く
思
い
ま
す
。
私
と

Ｉ
Ｔ
と
の
出
会
い
は
、
九
十
年
頃
のD

O
S
/V

発
売
当
時
に
、

取
引
先
で
あ
る
松
下
電
工
の
社
長
か
ら
の
勧
め
で
す
。
「
こ

れ
か
ら
は
Ｐ
Ｃ
の
時
代
」
と
感
じ
て
始
め
ま
し
た
。
最
初

は
、
工
具
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
ソ
フ
ト
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
勘
違

い
す
る
程
で
し
た
の
で
、
毎
週
末
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
通
い

と
、
毎
日
一
時
間
の
練
習
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
タ
ッ
チ
が
出
来
る

様
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
更
に
Ｉ
Ｔ
の
可
能
性
を
実
感
し
た

の
で
、
全
社
員
と
会
社
へ
大
々
的
に
シ
ス
テ
ム
導
入
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
二
〇
〇
九
年
に
は
難
波
Ｒ
Ｃ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
に
も
携
わ
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
素
晴
ら
し
く
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
見
や

す
く
、
奉
仕
活
動
や
週
報
の
ア
ッ
プ
も
早
い
の
で
、
対
外
的

に
素
敵
な
広
報
が
可
能
と
な
り
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
広

報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
の
皆
様
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

私
は
上
六
の
高
津
高
校
の
卒
業
生
で
、
石
川
会
員
、
遠
藤
会

員
、
本
間
会
員
、
伊
藤
会
員
が
同
窓
で
す
。 

「
自
由
と
創

造
」 

が
校
訓
で
し
た
の
で
、
学
業
よ
り
部
活
を
選
ぶ
自
由

と
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
技
術
の
創
造
？
に
一
生
懸
命
で
し

た
。
そ
れ
故
浪
人
も
覚
悟
し
て
い
ま
し
た
が
、
父
か
ら
の 

「
浪
人
は
許
さ
な
い
！
但
し
大
学
六
年
生
活
は
Ｏ
Ｋ
！
」 

の

一
言
で
、
一
念
発
起
し
て
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
、
５
年
間

東
京
で
遊
学
遊
民
し
つ
く
し
て
大
阪
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

父
は
、
会
社
を
木
材
卸
か
ら
松
下
電
工
さ
ん
と
の
取
引
を
重

点
的
に
始
め
て
、
現
在
の
住
設
建
材
卸
売
・
建
築
・
空
調
な

ど
の 

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
大
五
」 

の
基
礎
を
創
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
父
と
の
別
れ
は
、
私
が
二
十
六
歳
の
時
で
自
身
の

結
婚
式
当
日
で
し
た
。
挙
式
が
挙
げ
ら
れ
、
披
露
宴
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
の
そ
の
時
に
、
父
は
病
院
で
逝
去
し
ま
し
た
。
ま
る

で
主
賓
の
挨
拶
が
終
わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
様
で
し

た
。
父
に
と
っ
て
、
私
の
婚
礼
は
意
味
が
あ
り
大
き
な
節
目

で
し
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
式
当
日
の
朝
、
入
院
し
て

い
る
父
に
、
羽
織
袴
を
着
て
挨
拶
に
行
っ
た
時
で
す
。
父
が

朦
朧
と
し
た
意
識
の
中
で 

「
こ
い
つ
、
今
か
ら
ご
っ
つ
い
商

売
に
行
き
ま
ん
ね
ん
！
」
と
主
治
医
に
叫
ぶ
よ
う
に
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
父
に
と
っ
て
も
待
ち
望
ん
だ 

「
ご
っ

つ
い
商
売
」 

で
あ
り
、
私
に
と
っ
て
そ
の
最
後
の
言
葉
は
、

ま
る
で
金
槌
で
頭
を
ど
つ
か
れ
た
様
で
し
た
。
そ
の
言
葉
を

父
か
ら
の
遺
言
と
思
い
、
当
時
３
年
し
か
勤
務
し
て
な
い
私

が
父
の
志
を
引
き
継
い
で
責
任
者
に
な
る
事
を
決
心
し
ま
し

た
。
そ
の
後
四
十
五
年
、
「
大
五
の
社
員
は
、
パ
ナ
プ
ロ
た

れ
！
」
の
精
神
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
関
西
売
り
上
げ
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
を
続
け
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
二
〇
一
六
年
思
い

が
け
ず
黄
綬
褒
章
受
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
お
得

意
先
、
お
仕
入
先
は
じ
め
業
界
の
皆
様
、
難
波
ロ
ー
タ
リ
ー

の
メ
ン
バ
ー
や
友
人
を
は
じ
め
ご
縁
を
頂
く
皆
々
様
の
お
陰

と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
従
業
員

や
家
族
、
御
先
祖
の
お
か
げ
と
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

半
世
紀
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
春
に

は
社
長
職
を
お
り
て
会
長
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
会
社
が 

「
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
う
る
企
業
で
あ
り
続
け
る
」 

よ

う
微
力
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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 ♪ 四 つ の テ ス ト 

  真実かどうか 

  みんなに公平か 

  好意と友情を深めるか 

  みんなのためになるかどうか 



★来客紹介：ありません 

 

★会長報告：川口会長 

1.大阪難波ロータリークラブの会員の皆様、こ

んにちは。臨時報No.8の会長報告を行いま

す。現在、1月27日にこの原稿を執筆してお

ります。やや感染者数は減少しているもの

の、未だに緊急事態宣言の解除は見通しが立

ちません。そんな中、22日金曜日にIM4組の

月例会長ZOOM会議が開かれ、意見交換いたし

ました。SRFの件は、先週、福田幹事の方か

ら幹事報告の中で書かれておりますので詳し

くお読みください。私からの伝達事項は、議

事録が出されるのを待って改めて詳しくお伝

えしますが、現時点に於いて2月に予定して

おりましたロータリーデーは中止となりまし

た。 

2.さて本日の「ロータリアンの足跡」は、国際

連合の創設に如何にロータリアンが関わって

きたかというレポートです。記述の通り第1

次世界大戦勃発後の1914年のRIヒューストン

大会での「国際平和会議の開催とロータリア

ンによる国際平和運動の支持」の決議案採

択。 

 また、終戦後1921年、RIエジンバラ大会での

「ロータリーの定款・細則に平和づくりを盛

り込む制定案の決議。さらには、1922年、RI

ロサンゼルス大会にて「ロータリーの奉仕と

理想に結ばれた、あらゆる国の実業家と専門

職者の親交によって、国際平和と親善の推進

に貢献すること」と言う「平和綱領」と、同

時に「国際ロータリー」への名称変更の決議

案の批准により、「ロータリアンの平和運

動」が始まりました。以下、記述通り、国際

連合の設立に関し、多くのロータリアンが参

加し、重要な役割を担いました。 

 現在、私たちは、戦争のない平和な日本国に

て暮らしています。ロータリーの先駆者が如

何に平和を熱望し、行動を起したことを大い

に誇りとし、感謝したいと思います。また現

在のコロナ禍に於きましても、世界中のロー

タリアンが懸命に様々な分野で努力なされて

いるであろうことは、容易に推察できること

でしょう。 

 世界中のコロナ終息を願い、本日の臨時報会

長報告を終わります。 

 

★幹事報告：福田幹事 
職業奉仕とは何ですか？ 『職業奉仕 四つの
反省』 
 
今月は職業奉仕月間です。フォーラムについて
網干職業奉仕委員長におかれましては、色々お
考え頂いていたのですがコロナウイルスの緊急
事態宣言のせいでできなくなってしまいまし
た。また例会が再開しました折には、時間が合
えば卓話など考えていきたいと思います。 
 
皆様は『職業奉仕 四つの反省』ってご存知で
しょうか。 
「四つのテスト」はもちろん有名ですが「反
省」の方はあまり馴染みがないのではないかな 
と思います。 
こちらは「The Rotarian」誌の1967年2月号か
ら1973年12月号まで、「INSIDE ROTARY」とい
うコラムが連載されており、1972年9月号に
「職業奉仕とは何ですか」という文章が掲載さ
れていて、この一節を第2840地区の前原勝樹パ
ストガバナーが「職業奉仕・四つの反省」とい
う表題で翻訳されたということです。。著者に
ついては記載はないそうですが、「The Rotar-
ian」誌の編集者か当時の事務総長が書いたも
のと想像されます。 
 
『職業奉仕四つの反省』 
１、顧客に対して   
  最上の品質、最高のサービスを提供してい 

るか。   
  常に、正直と親切を旨としているか。 
 
２、従業員に対して  
  彼らの長所を十分認め、かつ買っている

か。   
  安全で快適な職場を確保しているか。  

苦情に対して公正な態度で対処している
か。   

  自ら誠実、正直、善意の手本を示している
か。 

 
３、競争者に対して   
  公正な態度で接しているか。   
  あなたは行動をもって誠実を肝銘させてい

るか。   
  彼らと共に事業水準の高揚につとめている

か。 
４、協力者に対して   
  公正で友情に満ちた関係を保っているか。   
  いつも支払いをよくしているか。 

 

職業を通じての利害関係者は、株主・経営
者・従業員・顧客・取引先などがあげられ
ますが、それに含まれない「競争者に対し
て」という項目があるのは、ロータリーク
ラブにおける職業奉仕の理念、「自らの職
業を通じて社会に貢献する態度・姿勢」の
事を指しており、いわゆる「社会に対し
て」どうあるべきか ということを示してい
るのではないでしょうか。 
 
《クラブ事務局 勤務体制変更のお知らせ》 
 
緊急事態宣言下につき、RI日本事務局並びに当
地区ガバナー事務所、米山記念奨学会、ロータ
リー文庫の職員は現在、完全在宅勤務になって
おります。 
つきましては当クラブも対応策をとる事に致し
ました。会長・幹事で相談いたしました結果、
当面の間の業務時間を１０時〜１６時、そして
金曜日のみ在宅勤務とさせて頂きます。感染拡
大防止のため、また職員の安全確保のため、皆
様方におかれましては、何とぞご理解賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
★委員会報告：ありません 
★ニコニコ箱報告：ありません  
★卓話：ありません   
 
 
     

  １月は「職業奉仕月間」です 

この度は福田幹事、赤坂会員、岡本会員よりロータリー財団へ１，０００ドルのご寄付をい

ただきました。そして毎年皆様から１００ドルずつご寄付をしていただいている、その累積

により川口会長、林会員が今回マルチプルポールハリスフェローとなりました。 

福田幹事、赤坂会員にPHF認証状を、また５名の方へPHFピンをお送りさせていただきます。 

福田幹事 PHF認証状とPHFピン     赤坂会員 PHF認証状とPHFピン    岡本会員PHFピン 

川口会長PHFピン   林会員PHFピン 

１月 入会記念日 おめでとうございます 
 

   1月9日 宮本倫明会員 令和2年   1月31日 中川博之会員 平成31年   


